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数学Ⅱ・数学Ｂ

【解答・採点基準】 (100点満点)

問題
番号

解 答 記 号 正 解 配点
自己
採点

第１問

ア 7 2

イ 2 2

ウ 2 2

t

+エt− オ t


+2t−1 2

カ 0 2

キ 7 2

ク± ケ
コ

3± 5

2
3

サ 1 2

π

シ
π

2
2

ス
セ

，
 ソ
タ

1

2
，

 3

2
3

 チ  3 2

π

ツ
π

6
2

 テ
ト

， ナ
 3

2
， 3 2

π

ニ
，
ヌ
ネ
π

π

3
，

2

3
π 2

第１問 自己採点小計 (30)

問題
番号

解 答 記 号 正 解 配点
自己
採点

第２問

ア，イ 6，6 3

ウ 2 3

エ，オ，カ −，3，2 3

キ 1 1

ク 2 1

ケ 6 2

コ 1 1

サ 1 2

シ 2 3

スセ −6 2

ソ 6 2

タ，チ，ツ 2，1，3 3

テ
ト

1

2
4

第２問 自己採点小計 (30)

第３問

アイ 40 2

ウエ −3 2

オカ，キ 43，3 2

ク，ケコ，サ 2，83，3 3

シス 14 2

セソタ 287 2

チツ 14 1

テ 2 2

トナニ，ヌ 574，2 2

ネノ 26 2

第３問 自己採点小計 (20)
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数
学
Ⅱ
・
数
学
Ｂ

問題
番号

解 答 記 号 正 解 配点
自己
採点

第４問

ア
イ

1

2
2

ウ
エ

，
オ
カ

3

4
，

1

4
2

キク
ケ

，
コ
サ

−3

4
，

1

4
2

シ 2 2

ス 0 2

セ
ソ

3

4
2

タ
チ

，ツ，
テ
ト

，ナ
3

4
，1，

1

4
，1 2

ニ
ヌ

，
ネ
ノハ

2

5
，

9

10
2

 ヒ  2 2

 フ
ヘホ

 2

40
2

第４問 自己採点小計 (20)

第５問

ア
イ

1

3
2

ウ
エ

1

3
2

オ
カ

1

7
2

キ
ク

9

2
2

ケコ
サシ

35

12
2

ス 6 2

セ 2 2

ソ 0 2

タチ 15 2

ツテ
ト

47

3
2

第５問 自己採点小計 (20)

自己採点合計 (100)
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第１問 指数関数・対数関数，三角関数

〔１〕 関数 fを

f=9

+9


+2⋅3


+2⋅3


+1

とする．

⑴ f0= ア である．

⑵ t=3

+3


とおくと，相加平均と相乗平均の関係により t≧ イ であり，tは イ

以上のすべての実数値をとり得る．

また，9

+9


=t


− ウ と表されるから，fを tを用いて表すと

f=t

+ エ t− オ

となる．

fは = カ のとき，最小値 キ をとる．

⑶ 方程式 f=14 の解は

=log
ク ± ケ

コ 
である．

〔２〕 0≦θ≦π の範囲で定義された関数 gθを

gθ=sinθ+ π

3 
とする．

⑴ g π6 = サ である．

⑵ 方程式 gθ=
1
2
の解は

θ=
π

シ

である．

⑶ gθ=
ス

セ
sinθ+

 ソ

タ
cosθ

であり，hθ=sinθ+gθ とおくと

hθ=  チ sinθ+ π

ツ 
である．

kを実数とする．θの方程式 hθ=k が 0≦θ≦π において異なる二つの実数解をもつ条

件は

 テ

ト
≦k<  ナ
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である．その二つの解のうち大きい方を αとすれば，αのとり得る値の範囲は

π

ニ
<α≦

ヌ

ネ
π である．

【解説】

〔１〕

⑴ f0=9

+9


+2⋅3


+2⋅3


+1= 7 ． ☜ 9


=1，3


=1．

⑵ 3

>0，3


>0 であるから，相加平均と相乗平均の関係によ

り

☜ 相加平均と相乗平均の関係

a>0，b>0 のとき

a+b
2

≧  ab．

等号成立は a=b のときである．

3

+3



2
≧  3


⋅3


☜

3

⋅3


=3


=3


=1．

すなわち

3

+3


≧2

が成り立つ．また，等号成立は 3

=3


すなわち =0 のと

きである．よって，t=3

+3


とおくと t≧ 2 であり，

tは 2以上のすべての実数値をとり得る．また

t

=3


+3





=3



+2⋅3


⋅3


+3





=9

+2+9


☜ 3




=3


=3




=9


．

同様に，3




=9


．より

9

+9


=t


− 2

と表されるから，fを tを用いて表すと

f=9

+9


+23


+3


+1

=t

−2+2t+1

=t

+ 2 t− 1

となる．よって，gt=t

+2t−1 とおくと

「がすべての実数値をとるときの fの最小値」

は

「t≧2 における gtの最小値」

と等しい．

☜ gt=t+1

−2．
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グラフより，t≧2 において gtは t=2 のとき最小値 7を

とることがわかるから，fは = 0 のとき最小値

7 をとる．

☜ t=2 が成り立つのは，=0 のとき

のみである．

⑶ 方程式 f=14 を tを用いて表すと

gt=14 すなわち t

+2t−15=0 ☜ gt=t


+2t−1．

となる．

t+5t−3=0

より

t=−5，3．

ここで t≧2 より，t=3 であるから

3

+3


=3

となる．

さらに，u=3


>0 とおくと u+
1
u

=3 であり，両辺に

uを掛けて整理すると

☜ 3


=
1

3
 =

1
u
．

u

−3u+1=0

となるから

u=
3± 5

2

である．これは u>0 を満たす．よって ☜ u=3

>0．

3

=

3± 5
2

であるから

=log
3 ± 5

2 
である．

〔２〕

⑴ g π6 =sin π6 +
π

3 =sin
π

2
= 1 ．

⑵ 方程式 gθ=
1
2
は sinθ+ π

3 = 1
2
である． ☜ gθ=sinθ+ π

3 ．

0≦θ≦π のとき，
π

3
≦θ+

π

3
≦

4
3
π であるから，gθ=

1
2

の解は，θ+
π

3
=

5
6
π より θ=

π

2
である． ☜
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⑶ gθ=sinθ+ π

3 =sinθ cos
π

3
+cosθ sin

π

3
☜ 加法定理

sinα+β=sinα cosβ+cosα sinβ．

=
1

2
sinθ+

 3

2
cosθ

であるから

hθ=sinθ+gθ

=
3
2

sinθ+
 3
2

cosθ

=  3 sinθ+ π

6  ☜ 三角関数の合成

a，b0，0のとき

a sinθ+b cosθ

= a

+b


sinθ+α．

ただし

cosα=
a

 a

+b


，sinα=

b

 a

+b


．

である．

よって，θの方程式 hθ=k は

sinθ+ π

6 = k

 3

と変形できる．

0≦θ≦π のとき，
π

6
≦θ+

π

6
≦

7
6
π であるから，hθ=k

を満たす異なる二つの θの値が存在するような kの値の範囲は

1
2
≦

k

 3
<1 ☜

すなわち

 3

2
≦k<  3

である．このとき hθ=k を満たす θのうち大きい方を α

とすると，αのとり得る値の範囲は

π

2
<α+

π

6
≦

5
6
π ☜

すなわち

π

3
<α≦

2

3
π

である．
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第２問 微分法・積分法

pを正の実数として，の関数 fを

f=2

−3p


+2p

とする．fの導関数 f 'は

f '= ア 

− イ p

であり，fは

極大値 ウ p

極小値 エ p
オ

+ カ p

をとる．

⑴ fの極大値が 2のとき，p= キ である．このとき，0≦≦2 において fは

= ク で最大値 ケ

= コ で最小値 サ

をとる．

⑵ fの極小値が −4 のとき，p= シ である．以下 p= シ とし，このときの曲線

= f を Cとする．

C上の点 1，f1における Cの接線 ℓの方程式は

= スセ + ソ

であり，g= スセ + ソ とすると

f−g= タ − チ 
ツ

であるから，0≦≦ チ において，f≦g が成り立つ．

よって，Cと ℓと 軸で囲まれた部分の面積を Sとすると

S=
テ

ト

である．

【解説】

f=2

−3p


+2p p>0

の導関数 f 'は

f '= 6 

− 6 p

=6−p

☜ 導関数





=n


(nは自然数)，

c

=0 (cは定数)．である．よって，p>0 に注意すると，fの増減は次の表のよう

になる．
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 ⋯ 0 ⋯ p ⋯

f ' + 0 − 0 +

f ↗ 2p ↘ −p

+2p ↗

☜ f 'の符号の変化は = f ' の

グラフをかくとわかりやすい．

よって，fは

極大値 2 p

極小値 − p


+ 2 p

をとる．

⑴ fの極大値が 2のとき，2p=2 より，p= 1 であり，

これは p>0 を満たす．このとき

☜ (極大値)=2p．

f=2

−3


+2

より

f '=6

−6=6−1

であるから，0≦≦2 において fの増減は次の表のようにな

る．

f

+0−f '

2⋯1⋯0

6↗1↘2

よって，0≦≦2において fは

= 2 で最大値 6

= 1 で最小値 1

をとる．

⑵ fの極小値が −4となるときの pの値は ☜ (極小値)=−p

+2p．

−p

+2p=−4

を満たす正の実数である．

p

−2p−4=0

より

p−2p

+2p+2=0 ☜ hp=p


−2p−4 とすると，

h2=0 であるから，hpは p−2 で

割り切れる．

となり，さらに p>0 より p

+2p+2>0 であるから p=2．

これは p>0 を満たすから

p= 2

である．

このとき

f=2

−6


+4
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より

f '=6

−12=6−2

である．曲線 = f を Cとすると，C上の点 1，0におけ

る Cの接線 ℓの方程式は，f '(1)=6⋅1⋅(1−2)=−6より

☜ f1=2⋅1

−6⋅1


+4=0．

=−6−1

= −6 + 6

☜ 接線の方程式

点 t，ftにおける曲線

= f の接線の傾きは f 'tで

あり，接線の方程式は

−ft= f 't−t

である．

である．g=−6+6 とすると

f−g=2

−6


+4−−6+6

=2

−3


+3−1

= 2 − 1 


より，0≦≦1 において，f≦g が成り立つ． ☜

0≦≦1 のとき

f−g=2−1

≦0．

よって，Cと ℓと 軸で囲まれた部分の面積を Sとすると

S=



g−fd

=−2






−3


+3−1d

=−2 1
4



−


+

3
2



−





=−2 1
4
−1+

3
2
−1

=
1

2

☜ 面積

上図の影の部分の面積は





g−fd

である．

である．
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【
テ

ト
の別解】

−a

d=

−a


n+1
+C

(nは正の整数，aは定数，Cは積分定数)

を用いて，次のように Sを求めてもよい．

S=



g−fd

=−2



−1


d

=−2 −1


4 




=−2⋅
1
4
0


−−1




=
1
2
．
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第３問 数 列

等差数列 aにおいて


a−a=−6

a+a=68

が成り立っている．このとき，初項 aは アイ であり，公差は ウエ であるから，一般項 aは

a= オカ − キ n

である．また，自然数 nに対して S= 



a とすると

S=
1

ク
n ケコ − サ n

である．

⑴ a>0 を満たす自然数 nの値の範囲は 1≦n≦ シス であるから，Sの最大値は セソタ で

ある．

⑵ 自然数 nに対して T= 



 a  とする．

1≦n≦ チツ のとき，T= テ

であり

チツ <n のとき，T= トナニ − ヌ

であるから，T>500 を満たす最小の自然数 nは ネノ である．

ただし， テ ， ヌ については，当てはまるものを，次の⑩∼⑤のうちから一つずつ選べ．

同じものを繰り返し選んでもよい．

⑩ a ① 2a ② S

③ 2S ④ S ⑤ S

【解説】

等差数列 aの公差を dとすると


a−a=−6

a+a=68

より


a+2d−a=−6

a+d+a+3d=68
☜ 等差数列の一般項

初項 a，公差 dの等差数列 a

の一般項は

a=a+n−1d．

すなわち


d=−3

a+2d=34

であるから，初項 aは 40 ，公差 dは −3 である． ☜ a=34−2d

=34−2⋅−3

=40．
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よって，一般項 aは

a=40+n−1⋅−3

= 43 − 3 n …①

である．また，自然数 nに対して

S= 



a

=
n

2
40+43−3n

=
1

2
n 83 − 3 n …②

☜ 等差数列の和

等差数列 aの初項 aから第 n

項 aまでの和は

n

2
a+a．

である．

⑴ ①より，a>0 は

43−3n>0

であるから，これを変形すると

n<
43
3

となる．よって，a>0 を満たす自然数 nの値の範囲は

1≦n≦ 14 ☜
43
3

=14+
1
3
であるから


a>0  1≦n≦14

a<0  14<n

である．

である．このことより，Sについて

S<S<⋯<S<S>S>S>⋯ …③

が成り立つから，Sの最大値は

S=
14
2

a+a

=740+1

= 287 …④

☜ ①より，a=43−3⋅14

=1．

である．

⑵ T= 



 a  n=1，2，3，⋯ について考える．

⑴より，自然数 kについて


a>0  1≦k≦14

a<0  14<k
☜

a >a >⋯>a>0> a >⋯

= = = =

40 37 ⋯ 1 −2 ⋯

が成り立つから

 a =
a 1≦k≦14

−a 14<k
☜ 実数 について

  =
 ≧0

− <0．である．よって，1≦n≦ 14 のとき

T= 



a=S

となり， テ に当てはまるものは ② である．また

14<n のとき
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T= 



a+ 




−a

= 



a− 




a

=S−S−S

=2S−S

= 574 −S …⑤

☜

14<n のとき





a

=a+a+⋯+a

=a+⋯+a+a+⋯+a

−a+⋯+a

=S−S．☜

④より，S=287．より， ヌ に当てはまるものは ② である．

ここで，③より

S<S<⋯<S<S=287

であり，1≦n≦14 のとき，T=S であるから，T>500 を満

たすためには n>14 が必要である．このとき，⑤より，T>500

は

574−S>500

すなわち

S<74 …⑥

となる．これと，③より

S>S>S>⋯ ☜ 15≦n においては数列 Sは減少数

列である．であることと，さらに

S=
1
2
⋅25⋅8=100

S=
1
2
⋅26⋅5=65

☜ ②より，S=
1
2
n83−3n．

であることを考えあわせれば，n>14 のもとで⑥を満たす最小

の自然数 nは 26である．よって，T>500 を満たす最小の自然

数 nは 26 である．
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第４問 平面ベクトル

三角形 OABにおいて，辺ABの中点をM，線分AMの中点をNとする．

OM

=

ア

イ
OA


+OB




ON

=

ウ

エ
OA


+

オ

カ
OB



である．

点Nを通り直線 OBに垂直な直線と，直線 OBの交点をHとする．点Hは直線 OB上にあるから，

実数 kを用いて OH

=kOB


と表すと

NH

=
キク

ケ
OA


+k−

コ

サ  OB


となる．

以下，OA=2，OB=  3，cos∠AOB=
1

 3
とする．

OA

⋅OB


= シ である．また，NH


⋅OB


= ス であるから，k=

セ

ソ
である．

次に，直線 OMと直線NHの交点を Pとする．点 Pは直線NH上にあるから，実数 sを用いて

NP

=sNH


と表すと

OP

=

タ

チ
 ツ −sOA


+

テ

ト
 ナ +2sOB



となる．また，点 Pは直線 OM上にあるから，実数 tを用いて OP

=tOM


と表すと

s=
ニ

ヌ
， t=

ネ

ノハ

となる．

三角形 OABの面積は  ヒ であるから，三角形 PNMの面積は
 フ

ヘホ
である．
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【解説】

辺ABの中点がMであるから

OM

=

1

2
OA


+OB

 …① ☜ 内分点の位置ベクトル

点 Qが線分ABをm⁚nの比に

内分するとき

OQ

=

n

m+n
OA


+

m

m+n
OB


．

点Mが線分ABの中点のとき

OM

=

1
2
OA


+OB


．

である．さらに，線分AMの中点がNであるから，点Nは辺AB

を 1：3に内分する点である．よって

ON

=

3

4
OA


+

1

4
OB


…② ☜

である．

点Nを通り直線OBに垂直な直線と直線OBの交点がHである．

点Hが直線OB上にあることから，実数 kを用いて OH

=kOB



と表されるから

NH

=OH


−ON



=kOB

− 3

4
OA


+

1
4
OB



=
−3

4
OA


+k−

1

4 OB


…③

となる．

OA=2，OB=  3，cos∠AOB=
1

 3
より

OA

⋅OB


= OA

   OB
  cos∠AOB

=2× 3 ×
1

 3

= 2

☜ ベクトルの内積

a

 0


，b


 0


のとき，a


と b



のなす角を θ 0≦θ≦π とすると

a

⋅ b


= a   b  cosθ

である．
である．

また，NH

と OB


が垂直であることから

NH

⋅OB


= 0 ☜

垂直条件

a

 0


，b


 0


のとき

a

⊥b


 a


⋅ b


=0．である．これと③より
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− 3
4
OA


+k− 1

4 OB
⋅OB


=0

−
3
4
OA


⋅OB


+k− 1

4   OB
 



=0

となるが，さらに OA

⋅OB


=2， OB

 =  3 を用いて

−
3
2
+3k− 1

4 =0

すなわち

k=
3

4

となる．これと③より

NH

=−

3
4
OA


+

1
2
OB


…④

である．

直線 OMと直線NHの交点が Pである．点 Pは直線NH上に

あるから，実数 sを用いて NP

=sNH


と表すと

OP

=ON


+NP



=ON

+sNH



となる．さらに，②，④を用いて

OP

=

3
4
OA


+

1
4
OB


+s− 3

4
OA


+

1
2
OB



=
3

4
 1 −sOA


+

1

4
 1 +2sOB


…⑤

となる．

また，点 Pは直線 OM上にあるから，実数 tを用いて

OP

=tOM


と表される．これと①より

OP

=
t

2
OA


+
t

2
OB


…⑥

となる．

OA

 0


，OB


 0


，OA


OB


であるから，⑤，⑥より

3
4
1−s=

t

2
，

1
4
1+2s=

t

2
☜ α，β，α'，β'が実数であり，a


 0


，

b

 0


，a


 b


のとき



αa

+βb


=α'a


+β'b



α=α'，β=β'．

すなわち

s=
2

5
， t=

9

10

である．

三角形 OABの面積を Sとする． OA
 =2， OB

 =  3，

OA

⋅OB


=2 より
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S=
1
2   OA

 


 OB
 



−OA

⋅OB





=
1
2
 4×3−4

=  2

☜ 三角形の面積

上図の三角形 OABの面積 Sは

S=
1
2  OA

  OB
  sin θ

=
1
2   OA

 


 OB
 



−OA

⋅OB




．

である．

ところで，t=
9
10
より OP


=

9
10

OM

であるから

PM=
1
10

OM

である．また

NM=
1
2
AM=

1
2  1

2
AB= 1

4
AB

である．

よって，三角形 PNMの面積を T とすると

T=
NM
AB

⋅
PM
OM

⋅S

=
1
4
⋅

1
10

⋅ 2

=
 2

40

である．
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